
アカウントの漏洩状況をチェックしてみませんか？

近年、社内サーバや法人契約しているクラウドサービスへの不正アクセスによる個人情報・機密情報の漏洩、システム障害が急増
しています。また、アカウント登録しているECサイトやSNSに不正アクセスされ、なりすましによる被害も報告されています。
アカウント漏洩は、社内システムのみを強固にしても防止することは困難です。アカウントが登録された社内システム、クラウド
サービスから漏洩したアカウントが、ダークウェブ（闇サイト）に公開され、その情報が悪用され、社内システムだけではなく、
法人契約しているクラウドサービスに対しても不正アクセスが行われているのです。
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クラウドサービス
※実際に漏洩したサービスの一例

・Linkdin（2012年5月）
・twitter（2012年5月）
・dropbox（2012年7月）
・Adobe（2013年10月）
・Zoom（2020年4月）
・peatix（2020年11月）

組織システム

【アカウント漏洩を起点とした不正アクセスの仕組み】

下記【漏洩件数調査】という現状調査を特別に無償でご提供致します。貴社発行の「メールアドレスのIDとパスワードがセット
のアカウント情報」が、ダークウェブを含むインターネット上でどのように漏洩（公開）されているかチェックしてみませんか？
ご希望の方は、弊社までお問い合わせください。

■ご依頼時に必要となる情報
・組織名
・メールアドレスのドメイン情報
(メインドメインのみで大丈夫です)
※複数指定可

【漏洩件数調査】

■お問い合わせ先
株式会社エイコー

TEL：0120-506-815
Email：eicoh-inside@eicoh.com
 URL：https://www.eicoh.com

■コンテンツ内容(裏面参照)
・2008年以降のアカウント漏洩件数
・外部クラウドサービスにおける漏洩件数
(peatix、Linkedin、Adobe、twitter、zoom、
dropbox)

https://lp.source-pod.co.jp/spcleakd

	スライド 1: 【今だけ無償】アカウントの漏洩状況をチェックしてみませんか？



